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12
月
定
例
月
議
会
は
、
令

和
３
年
11
月
30
日
か
ら
12
月

22
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た

り
開
催
し
、
議
案
20
件
、
決

議
案
１
件
、
陳
情
２
件
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
（
３
月
31
日
）

に
伴
い
、
次
の
方
を
再
び
推

薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

（
任
期
は
３
年
）

青
　
木
　
廣
　
康
　
　

（
前
後
町
）

◎
議
会
が
近
藤
郁
子
議
員
に

誠
実
な
対
応
を
促
す
よ
う

求
め
る
陳
情

　
　

令
和
３
年
12
月
22
日

　
　
趣
　
旨
　
採
　
択

◎
墓
地
公
園
管
理
事
務
所
併

設
に
伴
う
陶
芸
の
館
改
修

に
関
す
る
陳
情

　
　

令
和
３
年
12
月
22
日

　
　
趣
　
旨
　
採
　
択

　

12
月
定
例
月
議
会
最
終
日

の
12
月
22
日
に
決
議
案
１
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
し

ま
し
た
。

◎
近
藤
郁
子
議
員
に
反
省
を

求
め
る
決
議

　

令
和
３
年
４
月
26
日
、
豊

明
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
に
基
づ
き
、
近
藤
郁
子
議

員
の
金
銭
貸
借
に
か
か
る
対

応
は
議
員
と
し
て
の
品
位
を

損
な
う
と
と
も
に
、
市
民
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
信
頼
に

欠
け
る
行
為
で
あ
り
、
政
治

倫
理
に
反
す
る
疑
い
が
あ
る

と
す
る
審
査
請
求
書
が
、
市

民
１
７
３
名
の
連
署
を
も
っ

て
議
長
に
提
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
請
求
内
容
は
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
深
く
立
ち

入
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
去
る
11
月
18
日
に
開
催

さ
れ
た
豊
明
市
議
会
議
員
政

治
倫
理
審
査
会
に
お
い
て
、

審
査
に
適
さ
な
い
こ
と
と
な

っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の

審
査
請
求
に
至
る
近
藤
郁
子

議
員
の
一
連
の
対
応
や
行
為

が
、
疑
義
の
解
消
に
向
け
た

説
明
責
任
を
果
た
し
た
と
は

言
い
難
く
、
市
民
の
皆
様
に

疑
念
を
抱
か
せ
る
一
因
と
な

っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
だ
け
多
数
の

署
名
が
集
ま
り
、
審
査
請
求

書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
関

し
て
は
、
重
く
受
け
止
め
深

く
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

　

豊
明
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
は
、
議
員
の
責
務
と

し
て
「
議
員
は
、
市
民
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
の
責
任
を

自
覚
し
、
議
員
と
し
て
の
資

質
及
び
政
治
倫
理
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
条

例
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
し
、
市
政
に

対
す
る
市
民
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
動

規
範
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
豊
明
市
議
会
は
、

近
藤
郁
子
議
員
に
対
し
深
く

反
省
を
求
め
る
も
の
と
し
、

併
せ
て
、
議
員
一
人
一
人
が

市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

の
責
任
を
自
覚
し
、
議
員
と

し
て
の
資
質
及
び
政
治
倫
理

の
向
上
に
全
力
を
尽
く
す
も

の
と
す
る
。

1212
月
定
例
月
議
会

月
定
例
月
議
会

人
事
案
件

決

議

陳

情
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12 月定例月議会議案等の審議結果12 月定例月議会議案等の審議結果
議案等の賛否� ○：賛成　×：反対　趣：趣旨採択　除：除斥

議案等番号

会　　派　　名 清和 市民派
の会

未来
クラブ 真明 公明党

議　員　名 

件　　　名

服
部
　
龍
一

青
木
　
　
亮

鵜
飼
　
貞
雄

近
藤
ひ
ろ
ひ
で

毛
受
　
明
宏

月
岡
　
修
一

中
村
め
ぐ
み

林
ゆ
き
ひ
ろ

ご
と
う
　
学

清
水
　
義
昭

宮
本
　
英
彦

近
藤
　
善
人

堀
内
　
ち
ほ

い
と
う
ひ
ろ
し

三
浦
　
桂
司

近
藤
　
千
鶴

一
色
美
智
子

郷
右
近
　
修

ふ
じ
え
真
理
子

近
藤
　
郁
子

議案６９ 人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○

議案７０ 工事請負契約の変更（国庫補助事業（仮
称）多世代交流館整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案７１ 令和３年度豊明市一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７２ 豊明市共生交流プラザの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案７３ 市道の路線廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７４ 市道の路線認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７５ 豊明市特別職の職員で非常勤の者の報酬及
び費用弁償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案７６ 豊明市立公民館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案７７ 豊明市立保育所設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案７８ 豊明市児童館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案７９ 豊明市国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８０ 豊明市墓園条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８１ 豊明市土砂等の採取及び埋立て等に関する
条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８２ 豊明市企業立地促進条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案８３ 令和３年度豊明市一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案８４ 令和３年度豊明市国民健康保険特別会計補
正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８５ 令和３年度豊明市介護保険特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８６ 令和３年度豊明市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８７ 令和３年度豊明市下水道事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案８８ 令和３年度豊明市一般会計補正予算（第11
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告１０ 専決処分事項の報告（損害賠償の額の専決
処分） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

決議案２ 近藤郁子議員に反省を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 除

陳情　２ 議会が近藤郁子議員に誠実な対応を促すよ
う求める陳情 趣 趣 趣 趣 趣 趣 × × × × × × 趣 趣 趣 趣 × × 除

陳情　３ 墓地公園管理事務所併設に伴う陶芸の館改
修に関する陳情 趣 趣 趣 趣 趣 趣 × × × 趣 × × 趣 趣 趣 趣 × × 趣

※　陳情２～３は趣旨採択について採決した結果であり、×の議員は採択又は不採択の意思表示はしていません。
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◆◆  

清
和
清
和  

◆◆

◆◆  

市
民
派
の
会

市
民
派
の
会  

◆◆

令
和
３
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
10
号
と
第
11
号
に
賛
成

共
生
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
の
議
案
等
に
反
対

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
手

す
り
設
置
工
事
、
舘
保
育
園

他
４
園
の
階
段
等
転
落
防
止

柵
設
置
工
事
は
、
学
校
・
保

育
園
の
転
落
等
の
事
故
防
止

の
た
め
の
措
置
で
、
早
急
に

着
手
し
安
全
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

県
内
も
感
染
者
数
が
落
ち
着

き
を
見
せ
る
中
、
全
世
界
へ

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
拡

大
す
る
懸
念
が
あ
る
。
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
接

種
の
間
隔
を
医
療
従
事
者
や

高
齢
者
施
設
の
入
所
者
は
原

則
８
カ
月
か
ら
６
カ
月
に
、

一
般
の
高
齢
者
は
７
カ
月
に

前
倒
し
が
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン

の
「
交
互
接
種
」
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
市
民
は
不
安
に
感

じ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
等
で
丁
寧

に
安
全
性
や
有
効
性
な
ど
の

周
知
を
お
願
い
す
る
。

児
童
生
徒
用
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
や
来
年
度
か
ら
始
ま
る

小
学
校
35
人
学
級
の
た
め
の

消
耗
品
や
備
品
購
入
は
、
教

育
環
境
の
整
備
に
必
要
と
考

え
る
。

債
務
負
担
行
為
で
は
、
来

年
度
オ
ー
プ
ン
す
る
共
生
交

流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
は
、
市
民
交
流
の
輪
が

広
が
る
サ
ー
ビ
ス
運
営
に
期

待
。
循
環
バ
ス
運
行
負
担
事

業
は
市
民
が
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
ひ
ま
わ
り
バ
ス
の

継
続
運
行
を
お
願
い
す
る
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
は
、
コ
ロ
ナ
で
経

済
的
な
影
響
を
受
け
た
世
帯

へ
12
月
17
日
に
１
回
目
と
し

て
現
金
５
万
円
の
給
付
、
今

回
の
議
案
で
は
２
回
目
の
現

金
給
付
を
行
う
予
算
付
け
で
、

対
象
者
に
漏
れ
な
く
周
知
徹

底
し
迅
速
に
支
給
を
願
う
。

●
共
生
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
と
す
る
こ
と
で
、

移
設
さ
れ
る
は
ず
の
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
は
縮
小
さ
れ
、

中
央
公
民
館
や
二
村
児
童
館

の
代
替
施
設
と
さ
れ
て
い
る

が
、
専
門
職
員
も
い
な
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
る
指
定
管
理
と
考
え
る
。

●
中
央
公
民
館
の
廃
止

　

公
民
館
は
社
会
教
育
推
進

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施
設

で
あ
る
が
、
共
生
交
流
プ
ラ

ザ
で
は
職
員
も
少
な
く
、
専

門
性
は
な
い
た
め
、
本
来
の

公
民
館
機
能
は
果
た
せ
な
い
。

本
市
の
社
会
教
育
や
公
民
館

行
政
を
考
え
直
す
べ
き
。

●
二
村
児
童
館
の
廃
止

共
生
交
流
プ
ラ
ザ
に
は
、

児
童
館
に
必
要
な
専
門
職
員

は
配
置
さ
れ
ず
、
児
童
館
と

し
て
の
重
要
な
機
能
が
欠
落

し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
地

区
と
の
平
等
性
か
ら
も
問
題
。

●
沓
掛
保
育
園
の
廃
止

　

老
朽
園
舎
の
修
繕
と
新
規

保
育
園
へ
の
補
助
金
と
の
金

額
比
較
が
さ
れ
て
い
な
い
。

新
規
保
育
園
の
保
育
職
員
に

つ
い
て
、
質
が
確
保
で
き
る

の
か
事
前
調
査
さ
れ
て
い
な

い
。
安
易
な
民
営
化
は
認
め

ら
れ
な
い
。

●
企
業
誘
致
の
奨
励
金
支
給

　

企
業
誘
致
は
企
業
庁
が
行

い
、
市
は
奨
励
金
を
出
す
の

み
だ
が
、
市
と
し
て
雇
用
面

や
環
境
面
な
ど
の
政
策
目
的

を
明
確
に
し
、
達
成
に
応
じ

て
支
給
す
べ
き
。

●
83
号
補
正
予
算

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
の
費

用
が
高
く
、
も
っ
と
厳
し
く

見
積
も
れ
ば
他
に
予
算
を
ま

わ
す
こ
と
が
で
き
る
点
な
ど
、

容
認
で
き
な
い
予
算
が
あ
る
。

討　論討　論 12月定例月議会の最終日に各会派等の意見
を代表して賛成・反対討論を行いました。
（文責は各会派にあります。）
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討　論討　論
議案等に対する

◆◆  

未
来
ク
ラ
ブ

未
来
ク
ラ
ブ  

◆◆

◆◆  

真
明
真
明  

◆◆

共
生
交
流
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
は
㈱
ト
ヨ
タ

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

柿
ノ
木
工
業
団
地
進
出
企
業
へ
の
奨
励
金
な
ど 

賛
成

議
案
第
83
号

豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
賛
成

▼
共
生
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
者
を
株
式
会
社
ト
ヨ
タ

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
と
す
る
議

案
に
つ
い
て
賛
成
。
ト
ヨ
タ

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
は
他
自
治

体
の
指
定
管
理
、
中
で
も
複

合
施
設
に
積
極
的
に
進
出
し

て
お
り
、
管
理
運
営
体
制
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
、
総
合
力
・
サ
ー
ビ

ス
力
で
申
し
分
な
い
事
業
者

を
選
定
し
た
と
評
価
す
る
。

▼
豊
明
市
企
業
立
地
促
進
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
賛

成
。
本
議
案
は
柿
ノ
木
工
業

団
地
へ
進
出
す
る
企
業
に
対

し
固
定
資
産
税
３
年
分
相
当

の
奨
励
金
を
講
じ
る
も
の
。

奨
励
金
の
額
は
他
の
工
業
団

地
の
優
遇
施
策
と
比
べ
、
ほ

ぼ
平
均
的
で
あ
る
が
、
ア
ク

セ
ス
の
よ
さ
な
ど
を
考
え
た

場
合
、
費
用
対
効
果
の
点
か

ら
見
て
も
妥
当
と
考
え
る
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）
に
つ
い
て
賛
成
。
公

共
施
設
管
理
事
業
約
１
億
８

千
万
円
。
主
な
内
訳
は
、
小

中
学
校
屋
内
運
動
場
手
す
り

工
事
、
保
育
園
転
落
防
止
柵

の
設
置
、
保
育
園
砂
場
パ
ー

ゴ
ラ
更
新
工
事
は
園
児
、
児

童
等
を
守
る
工
事
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
更
新
工
事
は
身
体
の

不
自
由
な
児
童
に
対
応
す
る

工
事
。
小
学
校
教
室
転
用
改

修
工
事
（
三
崎
、
栄
、
二
村

台
小
学
校
）
は
国
に
先
駆
け

て
導
入
し
た
35
人
学
級
に
対

応
す
る
工
事
で
あ
り
評
価
す

る
。
債
務
負
担
行
為
の
包
括

的
就
労
推
進
事
業
約
１
９
２

７
万
円
は
平
成
30
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
ひ
き
こ
も
り

対
策
と
し
て
就
労
支
援
を
追

加
す
る
も
の
。
ひ
き
こ
も
り

対
策
を
深
度
化
さ
せ
た
事
業

で
あ
り
評
価
す
る
。

●
共
生
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
者
は
、
各
地
で
実
績
の

あ
る
会
社
が
指
定
さ
れ
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
市
民
活
動
の

推
進
が
見
込
め
、
子
育
て
の

拠
点
と
も
な
り
ま
す
。
新
た

な
「
学
び
・
遊
び
」
の
ス
テ

ー
ジ
に
大
い
に
期
待
。

●
介
護
施
設
補
助
・
包
括
的

就
労
支
援
は
、
社
会
的
孤
立

を
防
ぎ
、
地
域
の
開
拓
を
進

め
な
が
ら
重
層
的
支
援
を
行

い
、
本
市
の
掲
げ
る
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
と
の
強

い
決
意
を
感
じ
る
内
容
。

●
学
校
や
保
育
施
設
等
改
修

工
事
で
は
、
管
理
不
備
に
よ

る
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
工

事
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
来
年
度
か
ら
全
小
学
校
で

35
人
学
級
が
始
ま
り
ま
す
。

本
市
は
国
や
県
に
先
駆
け
て

実
施
す
る
予
定
で
、
教
員
の

配
置
や
備
品
等
で
費
用
は
か

さ
み
ま
す
が
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
後

も
力
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
、
き
め
細
か
い
教

育
と
さ
ら
な
る
充
実
に
期
待
。

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事

は
、
全
撤
去
か
ら
新
た
に
取

付
け
る
に
は
費
用
も
多
く
か

か
り
ま
す
が
、
必
要
な
工
事

で
す
。
階
段
を
上
れ
な
い
児

童
の
た
め
に
も
、
早
期
工
事

と
他
校
の
点
検
も
要
望
。

●
心
身
障
害
者
福
祉
費
は
、

今
年
度
の
当
初
予
算
額
は
前

年
度
よ
り
２
億
円
強
の
額
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
用

者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

さ
ら
に
増
額
計
上
。
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら

ぬ
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
２
回
接
種
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
、
予
約
券
の
分
散

配
送
等
を
高
く
評
価
。
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◆◆  

公
明
党

公
明
党  

◆◆

議
案
第
83
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ
い
て
賛
成

今
回
の
補
正
予
算
の
主
な

歳
出
事
業
は
、
新
型
感
染
症

予
防
接
種
事
業
、
心
身
障
害

児
者
扶
助
事
業
な
ど
で
す
。

各
扶
助
費
、
福
祉
医
療
助

成
費
等
は
、
利
用
者
の
方
が

増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

こ
の
支
援
は
利
用
す
る
方
に

と
っ
て
最
後
の
砦
に
な
る
も

の
と
理
解
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目

接
種
分
の
関
連
事
業
は
、
前

回
の
接
種
を
検
証
さ
れ
て
、

接
種
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
な
こ
と
は
取
り
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

児
童
生
徒
用
の
デ
ジ
タ
ル

ド
リ
ル
は
、
授
業
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
学
習
理
解

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

教
育
振
興
事
業
の
振
替
財
源

は
、
毎
年
市
内
企
業
様
か
ら
、

児
童
生
徒
の
教
育
向
上
の
た

め
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
も

の
で
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

共
生
交
流
プ
ラ
ザ
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
は
、
民

間
事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
手
法

を
導
入
さ
れ
て
、
本
市
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
り
、

利
用
者
の
方
が
安
心
し
継
続

し
て
通
え
る
施
設
に
な
る
よ

う
期
待
い
た
し
ま
す
。

包
括
的
就
労
推
進
事
業
は

ひ
き
こ
も
り
の
方
、
コ
ロ
ナ

禍
で
失
業
し
た
方
な
ど
へ
の

支
援
に
結
び
つ
く
も
の
で
、

事
業
の
性
質
か
ら
成
果
に
出

た
数
字
だ
け
が
本
当
の
実
績

に
結
び
つ
い
て
く
る
も
の
で

は
な
い
と
理
解
い
た
し
ま
す
。

必
要
な
方
に
寄
り
添
い
安
心

し
て
利
用
が
で
き
る
事
業
者

選
定
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
市
民
の
皆
様
の

安
心
・
安
全
の
た
め
必
要
な

予
算
と
理
解
い
た
し
ま
す
。

◆◆  

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党  

◆◆

◆◆  

た
ん
ぽ
ぽ

た
ん
ぽ
ぽ  

◆◆

豊
明
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
反
対

一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号
と
第
11
号
に
賛
成

奨
励
金
に
も
工
夫
を
！

議
案
第
82
号
企
業
立
地
促
進
条
例

の
一
部
改
正
に
反
対

議
案
第
77
号
に
よ
っ
て
廃

止
が
提
案
さ
れ
て
い
る
沓
掛

保
育
園
は
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
か
ら
、
堅
牢
で
暖
房
・

冷
房
・
ト
イ
レ
等
が
整
備
さ

れ
た
快
適
な
園
舎
、
送
り
迎

え
の
保
護
者
と
園
児
の
交
通

の
安
全
等
が
保
た
れ
た
敷
地

　

世
界
や
国
の
動
向
や
他
自

治
体
の
取
り
組
み
を
知
り
、

時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か

み
と
る
こ
と
と
同
じ
ぐ
ら
い

必
要
な
の
は
、
市
の
政
治
判

断
と
し
て
、
他
市
を
牽
引
し

「
豊
明
か
ら
流
れ
を
つ
く

る
！
」
ぐ
ら
い
の
主
体
性
を

に
す
る
こ
と
が
必
要
。
現
在

の
場
所
に
園
を
再
建
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
が
、
自

治
体
の
保
育
事
業
は
そ
の
時

々
の
子
ど
も
の
権
利
を
守
っ

て
き
た
。
採
算
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
民
間
の
事
業

者
に
切
り
替
え
て
ゆ
く
べ
き

発
揮
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

企
業
誘
致
の
「
奨
励
金
」

に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
は
、

17
年
前
の
ま
ま
を
踏
襲
し
て

お
り
疑
問
。
柿
ノ
木
地
区
開

発
の
地
区
計
画
で
以
前
、
調

整
池
や
緑
地
面
積
基
準
に
つ

い
て
、
市
独
自
基
準
で
上
乗

で
は
な
い
と
考
え
る
。
沓
掛

地
域
で
公
立
園
に
入
所
す
る

こ
と
が
大
変
難
し
く
な
る
地

域
的
問
題
も
含
め
て
反
対
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
10

号
の
循
環
バ
ス
運
行
負
担
事

業
は
市
民
の
生
活
を
支
え
る

費
用
、
第
11
号
の
非
課
税
世

帯
等
へ
の
給
付
金
は
子
育
て

世
帯
に
限
ら
な
い
生
活
支
援

を
求
め
る
市
民
の
要
求
に
応

え
る
事
業
と
考
え
る
。
継
続

的
支
援
も
求
め
賛
成
。

せ
を
す
べ
き
、
と
指
摘
し
た
。

　

「
工
場
増
加
＝
緑
地
減
少
」

は
自
明
の
理
だ
か
ら
こ
そ
、

気
候
変
動
の
手
立
て
①
浸
水

被
害
軽
減
に
貯
留
施
設
等
の

設
置
②
工
場
内
緑
地
面
積
を

プ
ラ
ス
α
③
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
位
置

づ
け
推
進
す
る
企
業
等
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
合
致
す

る
と
こ
ろ
に
奨
励
金
を
出
す

姿
勢
が
大
事
で
は
。
主
体
性

を
も
っ
た
判
断
を
求
め
反
対
。
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◆◆  

ひ
ま
わ
り

ひ
ま
わ
り  

◆◆

議
案
第
76
号　

豊
明
市
立
公
民
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

共
生
交
流
プ
ラ
ザ
開
設
を
鑑
み
て　

賛
成

市
役
所
に
隣
接
す
る
豊
明

市
中
央
公
民
館
の
廃
止
を
目

的
と
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
賛
成
。

そ
も
そ
も
公
民
館
は
、
戦

後
の
新
し
い
日
本
を
築
き
上

げ
る
た
め
、
核
の
１
つ
と
し

て
設
置
が
提
唱
さ
れ
、
地
域

住
民
が
主
人
公
と
な
り
、
生

活
に
根
ざ
し
た
運
営
が
行
わ

れ
る
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

社
会
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
と
と
も
に
、
拠
点
施
設
と

し
て
の
役
割
も
住
民
の
多
様

化
す
る
課
題
に
沿
う
も
の
で

あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
館
長
も
現
在

で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
で

運
営
す
る
公
民
館
指
定
管
理

者
が
採
用
し
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
て
、
中
央
公
民
館
の
役

目
を
新
た
に
開
設
さ
れ
る

「
共
生
交
流
プ
ラ
ザ
」
が
担

う
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に

地
域
の
実
情
・
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
現
代
的

課
題
や
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
と
考
え
、

賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

豊明市内在住・在学・在勤の方から、表紙を飾る写真・絵画・イラストを募集します。

宛　先：〒470-1195　豊明市新田町子持松１番地１
　　　　豊明市議会　議会だより編集委員会
メール：gikai@city.toyoake.lg.jp

　氏名･住所・電話番号・作品のタイトル、写真の場合は撮影場所・日時を明記の上、お送りください。
　作品は直接お持ちいただくか、郵送またはメールでお送りください。メールの容量は５MBまでです。現
物の場合、返却のための発送はいたしませんので、掲載日から２カ月以内に引き取りにお越しください。以
降は処分させていただきます。
　ご自身が撮影、制作された、他の場で受賞していない作品に限ります。顔がはっきり分かる人物が写って
いる場合は本人(未成年者の場合は親権者)の許可を得ておいてください。
　季節感のある作品の場合、掲載時期をご配慮ください。５月１日発行分の締切は３月４日（金）です。
※詳しくは豊明市議会のホームページをご覧ください。

ご応募
お待ちして
います！

　

10
月
29
日
に
10
月
緊
急
議

会
を
開
催
し
、
議
案
等
３
件

を
審
議
し
ま
し
た
。

1010
月
緊
急
議
会

月
緊
急
議
会

議案等の賛否� ○：賛成　×：反対

議案等番号

会派名 清和 市民派
の会

未来
クラブ 真明 公明党

議　員　名 

件　　　名

服
部
　
龍
一

青
木
　
　
亮

鵜
飼
　
貞
雄

近
藤
ひ
ろ
ひ
で

毛
受
　
明
宏

近
藤
　
郁
子

月
岡
　
修
一

中
村
め
ぐ
み

林
ゆ
き
ひ
ろ

ご
と
う
　
学

清
水
　
義
昭

宮
本
　
英
彦

近
藤
　
善
人

堀
内
　
ち
ほ

い
と
う
ひ
ろ
し

三
浦
　
桂
司

近
藤
　
千
鶴

一
色
美
智
子

郷
右
近
　
修

ふ
じ
え
真
理
子

議案６７ 工事請負契約の変更（国庫補助事業
（仮称）多世代交流館整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ×

議案６８ 令和３年度豊明市一般会計補正予算
（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

修正議案１ 議案第68号　令和３年度豊明市一般会
計補正予算（第８号）に対する修正案 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○
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一般質問一般質問

行政のいろいろな問題や施策に対する考え方について18名の議員が質問に立ちました。
その内容（要約）は次のとおりです（文責は各議員にあります）。
詳しくは各議員の欄にあるQRコードから動画をご覧ください。

＜質問の趣旨＞
若い世代の定住には、出会いの場から結婚、
出産に至るまでの行政の切れ目のない支援が
必要と感じます。結婚新生活支援事業の取り
組み、地域少子化対策重点推進交付金の活用
について質問しました。

＜質問の趣旨＞
再エネ・省エネ推進、脱ごみ焼却、緑化推進、
航空バイオジェット燃料の原料になる廃食用
油の新たな回収システム等、新たな産業を生
み出しながらトータルで構想を練り上げ、国
の「脱炭素先行地域」に手を挙げてはどうか。

＜コメント＞
少子化対策として出会い・結婚から支援することが増子化へつながると考え、国の交付金
を活用して進めてほしい。道路脇の草刈りや路面清掃車の運用についても質問しました。

＜コメント＞
ごみ20％減量は《千里の道も一歩から》の“一歩”に過ぎない。具体策に乏しく温暖化へ
の危機感が薄い。後ろ向き姿勢（市政）は問題。本質をとらえ、行政は率先垂範を！

＜答弁＞
結婚新生活支援事業は実施していませんが、
様々な交付金や補助金を活用して子育て支援
事業を展開しています。地域少子化対策重点
推進交付金の活用は、地域特性を見極めつつ、
優良事例の研究を進めたい。

＜答弁＞
ごみ減量20％への取り組み、堆肥化容器の購
入補助、地球温暖化対策の補助内容の見直し
や緑化木の配布など、市民の皆様にご理解い
ただける状態で、やれることをやっていく。
提案として伺っておく。

「出会い・出産・結婚支援と少子化対策」
について

地球温暖化に歯止めを！基礎自治体にできることは Part ２
～再エネ、省エネ、緑化への取り組みについて～

いとう　ひろし　議員

ふじえ　真理子　議員
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＜質問の趣旨＞
多くの方がウォーキング、ラジオ体操、太極
拳など利用されている公園であり、桜の時期
には、花見の名所でもある。住民の方々から
も様々要望を聞いているので、来年度以降の
改修工事の内容について質問をした。

＜質問の趣旨＞
経営戦略では、今後、調整区域で約160haの
公共下水道を整備。50億円以上の事業になる。
合併浄化槽なら調整区域すべて全額市費で整
備しても22億円で済む。合併浄化槽に変えて
いったほうがいいのでは。

＜質問の趣旨＞
学習指導要領の小学５年生の理科では、受精
に至る過程は取り扱わない、中学１年生の保
健体育では妊娠の過程は取り扱わない等、性
交について取り扱わないと書かれているが、
一歩進んだ包括的性教育を進める考えは。

＜コメント＞
遊歩道のひび割れ、浮き橋、遊具等老朽化している部分の改修、駐車場の歩車道の分離等
の拡充は、必須であると思い質問した。市民の安全と快適に向けて前向きな回答を得た。

＜コメント＞
合併浄化槽は公共下水道に比べそん色ない浄化機能があり、かつ、経済性で勝る。莫大な
費用がかかる従来の下水道計画をすぐ見直すべきだ。国も県も認めると言っている。

＜コメント＞
欧州の国々に比べ、日本の性教育は非常に遅れています。望まない妊娠など、性の加害
者・被害者にならないためにも、包括的性教育（避妊など）を進めなければなりません。

＜答弁＞
この公園の遊歩道は池を見ながら周回ができ、
多くの市民に利用されている。ひび割れの対
応、駐車場の拡充、歩車道の分離、浮き橋の
老朽化の対応、トイレを和式から洋式に変更
等、今後検討していく。

＜答弁＞
（部長）現実を考えると見直しは大事。十分
に検討する余地はあるかと思う。
（市長）数年前から合併浄化槽に切り替える
ことについて庁舎内で協議を続けている。住
民とも協議し意思決定していきたい。

＜答弁＞
望まない妊娠だとか不幸な結果を防いでいく
には性教育をしていかなければいけない。
『いのちの教育』というカリキュラムがある。
その指導計画を使いながら発達段階に合わせ
た指導ができるようにしていきたい。

三崎水辺公園の改修工事について

今後の下水道整備は、合併浄化槽に切り替えよ。

包括的性教育について

服部　龍一　議員

ごとう　学　議員

近藤　善人　議員
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①



2022年（令和４年）２月１日

10

＜質問の趣旨＞
近年、相続登記がされないことなどにより、
所有者不明土地が増加する中、本市のその実
態と今後、市民への相続登記義務の周知や所
有者不明土地の利活用をどのようにするのか
本市の考えについて質問する。

＜質問の趣旨＞
国は、令和２年10月、令和３年１月にＨＰＶ
ワクチンの定期接種の対応及び対象者への周
知について通知を発出し、市町村にＨＰＶ定
期接種対象者への情報提供の徹底を求めた。
それに対する本市の対応と今後の予定は。

＜質問の趣旨＞
国は社会福祉法の改正で、重層的支援整備事
業を創設した。軽度障がいや重度障がいを持
つ人への支援、特別障害者手当の周知、重層
的支援体制整備事業について、今後の豊明市
の対応を伺いたい。

＜コメント＞
空き地や所有者不明土地が管理不全となれば、景観を損ねるだけではなく、衛生、防火、
犯罪等の観点からも、土地所有者はその土地を「管理」する責務があります。

＜コメント＞
他にＧⅠＧＡスクール構想の推進についても質問しました。今後、家庭に学習用端末を持
ち帰るときのルール作りはとても重要です。早急にルール作りの検討をお願いします。

＜コメント＞
他に阿野川の汚水対策では、過去にも油が流れてきたことがあり、通報があればすぐに現
場の確認に行く。木造住宅耐震ローラー作戦は、令和４年度は沓掛町荒井で行うとの回答。

＜答弁＞
所有者所在不明土地は、令和２年度１件。今
後、死亡届時に相続登記案内等を掲載する方
向で検討する。また、所有者不明土地の利活
用は市としては今のところ考えはないが、当
該土地利用事業者があれば援助する。

＜答弁＞
令和４年度より積極的勧奨が再開されること
が決定。定期接種者、また、定期接種年齢以
外の対象者の接種費用等について当初予算で
計上していく予定。不安なく接種できるよう
な体制を整えていきたい。

＜答弁＞
豊明市では障害者手帳を持つ人が約3,400人
いる。軽度障がいは社協が、重度障がいは社
会福祉法人がグループホームを開設予定。特
別障害者手当は漏れのないように案内して地
域の特性に合った共生社会を築いていく。

所有者不明土地の実態と今後の対策について

ＨＰＶワクチン積極的勧奨再開について

障がい者の支援について

青木　亮　議員

近藤　千鶴　議員

三浦　桂司　議員
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＜質問の趣旨＞
市職員の休職や若い世代の退職、頻繁な人事
異動も見られるため、モチベーション高く、
能力を発揮できる職場環境づくりを目指して
「人材育成基本方針」にもふれながら、研修
制度や人事異動について質問した。

＜質問の趣旨＞
市道前後31号は長年拡幅がされず、自然災害
や火災が発生した場合、大型消防車両等の救
助活動に支障を来す。まずは坂部公民館前か
ら市道前後31号につながる私道に接続できる
ように工事を進めていただきたい。

＜質問の趣旨＞
通学路をはじめ道路構造上、安全対策ができ
ない箇所が複数あります。ハード面で対応で
きない部分は、交通安全教育などのソフト面
でカバーするべきと考え、その交通安全教育
の取り組みの確認や新たな提案をしました。

＜コメント＞
コロナ禍により働き方や意識は大きく変わった。現状と基本方針で相違が見られるので、
不断の見直しを行ってほしい。また、「ひきこもり」へのサポートについても質問した。

＜コメント＞
昨今は自然災害を含めて、いつ何が起こるか想像できません。しかし行政として滑地域に
住む人々の生命と財産を守らなくてはなりません。早期に取り組んでいただきたい。

＜コメント＞
危険な箇所はボランティアの方々が見守りをしていただき、安心して通学できています。
道路には危険が潜んでいることを多くの方々に知ってもらう機会を増やしてほしいです。

＜答弁＞
こういったことに心配いただけるのは非常に
ありがたい。現状は他の自治体と比べて休職
者や離職者が多いというわけではない。時代
は動いており、基本方針は５年経過している
ので、ずっと維持していくつもりはない。

＜答弁＞
難しい事案だが、地元の皆様のご理解とご協
力をいただきながら少しでも道路の接続に向
けて進めていきたい。市所有の土地が民地内
に存在している場所は、隣接土地所有者と交
渉を行って不具合の解消を図りたい。

＜答弁＞
今回指摘をいただいた、危険を理解すること
や知識、疑似体験は重要と認識しています。
愛知警察署と共に協議し、様々な機会を捉え、
交通安全教室が実施できるよう努力していき
たいと考えます。

職員の育成とキャリア形成について

市道前後 31号の拡幅を求めて

子どもたちを交通事故などから守るために

林　ゆきひろ　議員

月岡　修一　議員

鵜飼　貞雄　議員
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＜質問の趣旨＞
認知症かもしれない症状の方の中には、自宅
で引きこもり生活をされている方もいます。
地域のカフェなどの出先で、認知症サポータ
ーの皆さんと協力し、豊明市独自の「認知症
の方の居場所」作りを提案したい。

＜質問の趣旨＞
外出して体を動かすことや人との接触を持つ
ことは心身の健康維持のために重要であるが、
コロナ禍においてその機会は激減した。
それらにまつわる高齢者向け施策について、
現状の取り組みと課題についての見解は。

＜質問の趣旨＞
「豊明市協働のまちづくりをすすめる地域社
会活動推進条例」は制定から10年経過しまし
た。今後、「市民の皆様による市民生活を支
える地域活動」に対し、どう寄り添ってどの
ように支援していきますか。

＜コメント＞
認知症は７人に１人が発症する身近な病です。困りごとは「地域包括支援センター」へ相
談を。決して家族だけで問題を抱え、苦しまず、助けを求めることが大切と思います。

＜コメント＞
団塊の世代が後期高齢者となる時期を迎えている。地域活動において、参加者の偏りが少
ないイベントや男性が活き活きとする活動などヒントがある。ぜひとも研究してほしい。

＜コメント＞
担当課では現在もきめ細かくフォローしていただいていると思います。今後も、市民・団
体で活動していただいている皆様に、現場で寄り添って支援していただきたい。

＜答弁＞
「認知症カフェ」は、医療や介護の専門職の
相談体制が必要だが、「認知症の方も含めた
集いの場」には制約はない。その中に認知症
サポーターの参加があれば、情報交換等もで
き、貴重な集いの場が形成できると考える。

＜答弁＞
取り組みとしては、まちかど運動教室、らく
らす、各種サロン等がある。
課題としては、参加者に偏りがあることや、
男性の参加が少ないこと、地域によっては事
業が提供できないことなどがある。

＜答弁＞
各分野で意思を持って活動してみえる市民の
方々の考えを尊重しつつ、活動に必要なもの
や情報を提供していきます。また、シニア世
代・退職者世代の市民の方々の参加が活発に
なってきています。

認知症の方の居場所について

高齢者が健康で生きがいを持ち続けるために

本市における市民活動の実状について

堀内　ちほ　議員

清水　義昭　議員

近藤　ひろひで　議員
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＜質問の趣旨＞
桜ヶ丘沓掛線はトンネルの開通によって国道
23号方面への交通量が増えていると感じる。
速度をさらに規制したり、大型車の規制や遮
音壁を設置したりして、騒音・排気ガスから
住環境を守れないか。

＜質問の趣旨＞
共生交流プラザが市民でにぎわうためには市
民の力が必要不可欠。ボランティア活動をは
じめ、市民のどのような協力を得て、プラザ
を通じてどのようなまちづくりを目指してい
くのか、市の考えを伺います。

＜質問の趣旨＞
子宮がん検診の提携産婦人科は１つしかなく
選択の余地がない。近隣自治体の産婦人科、
市内の健診専門機関、保健センターの健診バ
スの土曜健診日を増やすなど選択肢の拡大は
できないか。

＜コメント＞
騒音や排気ガスの原因となる車両の交通量がどのくらい増えているかで、住環境の悪化を
掴むことはできると思う。まず、定期的な交通量の調査を行ってほしい。

＜コメント＞
何らかの形でその場所に関わると愛着が湧くもの。団体だけでなく、個人でも何かに参加
していただく機会を作って、プラザへの愛着が市民共通のものになるようお願いしたい。

＜コメント＞
今回は市民から寄せられた声３件、その他小学生の温水プール水泳授業後の髪を乾かす時
間とドライヤーの件、女性の会・豊老連・豊子連の補助金の公平性の件を取り上げた。

＜答弁＞
桜ヶ丘沓掛線は国道23号、県道名古屋岡崎線
に接続し、大きなストック効果をもたらすの
で大型車の規制や時速30ｋｍの規制は考えて
いない。騒音防止の遮音壁には十分な延長が
必要になるので設置には至ってない。

＜答弁＞
市で枠組みを決めてしまうとその枠組みの中
でしか成長しない。既に市民団体から相当の
期待や提案が寄せられている。あらゆる資源
がここに集まり、これまで居場所がなかった
人たちの居場所になってほしい。

＜答弁＞
地域医療を担っている地元医師会を契約先と
している。近隣自治体の医療機関での実施は
引き続き協議する。集団健診の健診日拡大は
複数の自治体との調整が必要であり優先的に
実施できるよう関係機関と協議する。

住環境を守る整備を

（唐竹小学校跡地の）共生交流プラザ開設を前に
ボランティア活動に期待すること

働く女性にとって、現在の子宮がんの検診機関は限られているた
め、受診したくても受診できない女性がたくさんいると思います。

郷右近　修　議員

近藤　郁子　議員

宮本　英彦　議員
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＜質問の趣旨＞
アプリが開始して１年。手軽に情報の検索や
予約ができるようになると期待があったが、
現状そこまで至っていないと感じる。
利用している方々の意見も併せて、さらなる
利便性について質問する。

＜コメント＞
アプリの登録者を増やすことも大切だが、使用してもらって役立つもの。利用者の方々か
ら、アンケートや意見を聞き、利用者目線で良いものをつくっていっていただきたい。

＜答弁＞
これから改良をしていくべきところのほうが
多いと考えている。
担当課の作戦会議のなかで議論を進めていて、
拡充していきたいと思っているが、もうしば
らく時間を頂戴したい。

子育てアプリの機能強化について

中村　めぐみ　議員
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11
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

17
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

一般質問のレイアウトを変更しました
　現在、市議会では、よりわかりやすい議会だよりを目指して、リニューアルに向けた様々な協議を行っ

ています。その一環として、今回から一般質問のレイアウトを変更しました。議員の質問のねらい、それ

に対する答弁の肝となる部分を読みやすくまとめ、一般質問を通しての議員の所感などをコメント欄に

掲載しています。

　各議員の表題の横にあるＱＲコードを読み取ると、YouTubeの録画放映を視聴できます。気になる

一般質問がありましたら、ぜひYouTubeでご覧ください。

議
会
日
誌



15

議
長
、
１
期
生
議
員
６
名
の

計
８
名
で
の
参
加
。
例
年
で

あ
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
学
園
の
ご

配
慮
に
よ
り
、
議
員
８
名
は

園
生
さ
ん
に
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
手
拭
い
作

り
と
陶
芸
の
釉
薬
塗
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
各
自
が
作
っ

た
手
拭
い
は
、
ど
れ
も
個
性

的
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
作
品

と
な
り
、
記
念
品
と
し
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見

交
換
会
で
は
、
園
生
さ
ん
か

ら
行
政
に
関
す
る
活
発
な
質

問
を
受
け
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
園
生
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
社
会

復
帰
に
つ
い
て
も
期
待
と
応

援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
）
と
し
た
。

・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

協
議
し
、
効
率
的
な
審
査
運

営
を
図
る
た
め
、
審
査
会
へ

諮
る
た
た
き
台
を
つ
く
る
小

委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
た
。

・
被
請
求
議
員
及
び
関
係
人

か
ら
資
料
の
提
出
を
要
請
し
、

事
実
経
過
の
調
査
を
行
な
う

こ
と
を
決
定
し
た
。

・
関
係
人
か
ら
協
力
は
得
ら

れ
な
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

・
被
請
求
議
員
か
ら
弁
明
書

の
提
出
が
あ
り
、
弁
明
書
の

取
扱
い
及
び
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
審
査
会
で
の

意
見
、
資
料
、
弁
明
等
の
論

点
を
整
理
し
確
認
し
た
。

・
各
委
員
に
審
査
の
継
続
に

関
し
意
見
を
求
め
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
審

査
の
終
了
を
決
定
し
た
。

・
本
審
査
請
求
の
適
否
に
つ

い
て
採
決
し
た
結
果
、
賛
成

少
数
に
よ
り
、
本
審
査
請
求

は
政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査

に
適
さ
な
い
と
決
定
し
た
。

豊ケ岡学園との親善交流会
令和３年１１月１９日

豊明市議会議員政治倫理審査会

　

11
月
19
日
、
市
内
に
あ
る

豊
ケ
岡
学
園
と
豊
明
市
議
会

の
親
善
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
議
会
で
は
毎
年
、
交

流
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
に
開

催
で
き
ず
、
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
ケ
岡
学
園
は
、
短
期
義

務
教
育
課
程
及
び
短
期
社
会

適
応
課
程
に
対
応
し
、
比
較

的
短
期
間
で
改
善
更
生
が
可

能
と
判
断
さ
れ
た
少
年
が
入

所
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

園
生
さ
ん
た
ち
は
、
こ
こ
で

学
習
指
導
や
職
業
訓
練
を
受

け
、
社
会
復
帰
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
豊
明
市
で
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
１
つ

に
、
豊
ケ
岡
学
園
の
園
生
さ

ん
が
製
作
し
た
焼
き
物
や
絞

り
染
め
の
セ
ッ
ト
を
設
け
て

い
ま
す
。
少
年
院
で
の
返
礼

品
作
り
は
、
全
国
で
も
初
の

取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
、
交
流
会
に
参
加
し

た
園
生
さ
ん
は
４
名
と
少
数

の
た
め
、
議
会
か
ら
は
正
副

　

豊
明
市
議
会
は
令
和
２
年

12
月
22
日
、
豊
明
市
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。
令
和
３
年
４
月
26

日
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

近
藤
郁
子
議
員
に
対
し
て
市

民
か
ら
、
「
議
員
と
し
て
の

品
位
を
損
な
う
と
と
も
に
、

市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

信
頼
に
欠
け
る
行
為
が
あ
り
、

政
治
倫
理
に
反
す
る
疑
い
が

あ
る
」
と
す
る
審
査
請
求
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
豊
明
市

議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

を
設
置
し
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
審
査
が
11
月
18

日
に
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

報
告
い
た
し
ま
す
。

（
以
下
、
豊
明
市
議
会
Ｈ
Ｐ

審
査
結
果
の
概
要
よ
り
抜
粋)

▼
審
査
結
果

　

条
例
第
９
条
第
１
項
に
規

定
す
る
審
査
請
求
に
適
さ
な

い
。

▼
審
査
の
経
過

・
委
員
長
・
副
委
員
長
を
互

選
し
、
委
員
長　

宮
本
英
彦

議
員
、
副
委
員
長　

ふ
じ
え

真
理
子
議
員
、
委
員
18
名

（
議
長
と
被
請
求
議
員
を
除
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今
年
度
の
議
会
報
告
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
22
名
の
市
民
の
皆
様

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
部　

委
員
会
報
告

　
　
　
　

主
な
内
容

総
務
委
員
会

①
共
生
交
流
プ
ラ
ザ

②
市
営
駐
輪
場
の
再
整
備

健
康
福
祉
委
員
会

①
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種

建
設
文
教
委
員
会

①
歴
史
民
俗
資
料
室
リ
ニ
ュ

　

ー
ア
ル

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
使
っ
た

学
校
教
育

第
２
部　

意
見
交
換
会

総

務

委

員

会

◆
指
定
管
理
は
今
後
増
え
て

い
く
の
か
。
人
件
費
の
削
減

は
で
き
る
が
、
や
る
な
ら
市

民
に
よ
く
説
明
を
。
豊
明
の

業
者
に
仕
事
の
確
保
を
。

◆
業
者
委
託
よ
り
先
に
、
市

の
職
員
の
積
算
能
力
を
育
て

な
い
と
業
者
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。

◆
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
凶
悪
犯
罪
抑

止
に
役
立

つ
。
市
民

の
安
全
の

た
め
、
ど

の
よ
う
に

増
設
し
て

い
く
か
。

◆
駐
輪
台
数
が
３
０
０
台
減

る
が
、
整
備
案
で
全
て
を
止

め
ら
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
委
員
会

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
近
隣

に
比
べ
て
高
い
が
、
行
政
へ

働
き
か
け
て
１
０
０
％
を
目

指
す
努
力
を
し
な
い
の
か
。

◆
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の

接
種
通
知
を
、
個
人
情
報
と

い
う
名
目
で
逃
げ
て
し
ま
う
。

身
体
的
な
理
由
が
あ
る
な
ら
、

き
ち
ん
と
調
べ
な
い
と
接
種

率
は
上
が
ら
な
い
。

建
設
文
教
委
員
会

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
全
員
に
行

き
渡
っ
て
い
る
の
か
。
自
宅

に
持
ち
帰
っ
て
使
え
る
の
か
。

◆
Ⅰ
Ｔ
ば
か
り
の
教
育
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
情
操
面
が
欠

け
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

Ⅰ
Ｔ
産
業
の
た
め
に
教
育
す

る
の
は
だ
め
で
、
急
激
で
は

な
く
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
ほ
し

い
。そ

の
他
の
意
見

◆
政
治
倫
理
条
例
の
件
で
、

あ
る
議
員
の
会
報
で
は
、
不

可
解
な
事
案
が
２
件
発
生
し

て
い
る
と
記
載
が
あ
る
。
倫

理
審
査
、
公
文
書
紛
失
等
。

公
文
書
の
紛
失
は
た
び
た
び

あ
る
の
か
。
お
か
し
な
こ
と

が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が

議
員
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
政
倫
審
に
か
か
っ
た
議

員
が
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
な
い
。
あ
な
た
方
（
議
員)

に
と
っ
て
倫
理
と
は
何
か
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

Ｑ　

議
会
報
告
会
へ
の
参
加

　

初
め
て　
　

�

６
名

　

２
回
目　
　

�

４
名

　

３
回
目　
　

�

２
名

　

４
回
目　
　

�

５
名

　

５
回
目　
　

�

０
名

　

６
回
目
以
上�

３
名

Ｑ　

第
１
部
に
つ
い
て

　

よ
か
っ
た　
　
　
　

�

８
名

　

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い　

�

５
名

　

よ
く
な
か
っ
た　
　

�

０
名

　

そ
の
他　
　
　
　
　

�

３
名

◎
寄
せ
ら
れ
た
声

◆
事
業
説
明
で
な
く
、
行
政

事
業
の
問
題
点
提
案
等
を
聞

く
会
に
。

◆
も
っ
と
短
時
間
で
、
ト
ー

タ
ル
５
～
６
分
程
度
。

◆
当
局
の
議
案
に
対
し
議
会

が
何
を
提
案
し
て
、
当
初
議

案
に
盛
り
込
ん
だ
の
か
の
説

明
が
足
り
な
い
。

◆
発
生
の
背
景
等
、
も
う
少

し
詳
し
い
内
容
が
ほ
し
い
。

Ｑ　

第
２
部
に
つ
い
て

　

よ
か
っ
た　
　
　
　

�

７
名

　

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い　

�

６
名

　

よ
く
な
か
っ
た　
　

�

２
名

第１部　委員会報告　３常任委員会からの報告
第２部　意見交換会　参加者からのご意見を伺います
日　時：令和３年11月27日（土）�午前10時～11時30分
会　場：豊明市文化会館ギャラリー
参加者：22名

議会報告会２０２１の報告議会報告会２０２１の報告
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そ
の
他　
　
　
　
　

�

１
名

◎
寄
せ
ら
れ
た
声

◆
参
加
市
民
と
の
意
見
交
換

は
重
要
だ
が
、
テ
ー
マ
を
限

定
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

◆
当
局
議
案
の
受
け
流
し
に

過
ぎ
な
い
。

◆
テ
ー
マ
を
絞
る
こ
と
は
よ

か
っ
た
。

◆
質
問
内
容
を
決
め
、
他
の

質
問
は
終
了
後
、
個
別
に
し

て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
。

理
解
で
き
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ

来
た
意
味
が
な
か
っ
た
。

◆
質
問
だ
け
に
な
っ
て
、
意

見
交
換
で
は
な
か
っ
た
が
、

い
ろ
ん
な
意
見
が
聞
け
て
よ

か
っ
た
。

自

由

記

述

欄

◆
市
政
や
議
会
活
動
を
知
る

機
会
は
重
要
で
す
。
今
後
と

も
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ
し

い
。
参
加
者
が
少
な
い
の
で

議
員
か
ら
も
声
掛
け
し
て
ほ

し
い
。

◆
議
会
だ
よ
り
な
ど
で
知
る

こ
と
の
で
き
る
賛
否
・
結
果

よ
り
各
委
員
会
で
の
討
論
内

容
を
詳
細
に
伝
え
る
機
会
に

し
て
は
。

◆
第
２
部
の
意
見
交
換
は
よ

か
っ
た
。

◆
も
う
少
し
意
見
を
言
う
時

間
を
取
る
と
よ
か
っ
た
。

◆
参
加
者
が
非
常
に
少
な
い

の
で
、
残
念
。
幅
広
い
層
の

参
加
を
増
や
す
工
夫
を
願
う
。

◆
議
員
の
方
は
ほ
と
ん
ど
行

政
寄
り
で
あ
る
。
議
員
個
人

の
意
見
を
聞
き
た
い
。

◆
な
か
な
か
議
会
傍
聴
も
行

け
な
く
て
、
報
告
会
も
毎
回

来
ら
れ
な
い
が
有
意
義
な
場

だ
っ
た
と
思
う
。
議
員
も
大

変
だ
と
思
う
が
、
豊
明
が
も

っ
と
い
い
ま
ち
に
な
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
た
ま
に
は
フ
リ
ー
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
議
会
と
し

て
調
査
・
研
究
の
必
要
が

あ
る
も
の
は
、
今
後
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
の
詳
細
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

３月定例月議会の開催日程（予定）

２月24日(木) 本会議（議案上程・提案説明)

２月25日(金) 本会議（一般質問）

２月28日(月) 本会議（一般質問）

３月　１日(火) 本会議（一般質問）

３月　２日(水) 本会議（一般質問）

３月　３日(木) 本会議（一般質問）

３月　７日(月) 本会議（議案質疑・委員会付託)

３月　８日(火) 総務委員会

３月　９日(水) 健康福祉委員会

３月10日(木) 建設文教委員会

３月11日(金)·15日(火)·16日(水) 予算特別委員会

３月23日(水) 本会議（委員長報告・討論・採決)

※　本会議・委員会とも午前10時より開かれます。
　　上記は予定のため、変更される場合があります。
　　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。
　　　　　　電話　０５６２－９２－１１２１

※次回の議会だよりの発行は
　５月１日です。
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令和３年 議会の活動状況
●議会活動の概要
　豊明市議会では平成24年に議会基本条例を制定し、通年議会を実施しています。令和3年5月14日から

令和4年4月28日までの350日間が令和3年定例会の会期となっています。このほかに「議会運営委員

会」や「全員協議会」なども随時開きました。

　また、令和3年1月1日から12月31日までに議会で審議した議案は、市長提出案件が98件、議員提出案

件が6件であり、提出された請願が2件、陳情が3件でした。

１．本会議開催状況

会　議　名 議会期間 日　　数 本会議日数 傍聴者数

1 月 緊 急 議 会 1月19日 1日 1日 0人

3 月 定 例 月 議 会 2月24日～3月24日 29日 7日 27人

開 会 議 会 5月14日 1日 1日 0人

6 月 定 例 月 議 会 6月3日～6月24日 22日 6日 12人

9 月 定 例 月 議 会 8月26日～9月22日 28日 6日 18人

1 0 月 緊 急 議 会 10月29日 1日 1日 5人

1 2 月 定 例 月 議 会 11月30日～12月22日 23日 6日 38人

合　　　　　計 105日 28日 100人

２．委員会等開催状況 ３．議決状況

委　員　会　名 開催数 市　　長　　提　　案 議　員　提　案

常 任 委 員 会 37回

地方自治法�
第96条関係�
（15号を除く）

条　　　例 36件 条 　 　 　 例 0件

特 別 委 員 会 7回 予　　　算 34件 規 　 　 　 則 1件

議 会 運 営 委 員 会 22回 決　　　算 10件 修 正 議 案 1件

全 員 協 議 会 12回 そ　の　他 10件 意 � 見 � 書 2件

会 派 会 議 13回 専　決　承　認　案　件 0件 決 　 　 　 議 2件

常任・特別委員会
行 政 視 察

0日
そ の 他 （ 人 事 案 件 等 ） 8件 そ � の � 他�

（ 動 　 議 ）
0件

合 　 　 　 　 計 98件

そ の 他 の 会 議 54回

議決状況

可　　　　決 88件 合 　 　 　 計 6件

修 � 正 � 可 � 決 0件 議�決�
状�況

可�決 5件

否　　　　決 0件 否�決 1件

認定・同意等 10件

撤 � 回 � 承 � 認 0件

継 � 続 � 審 � 査 0件


